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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
京
丹
波
町
更
生
保
護
女

性
会
の
初
代
会
長
を
務
め
た
坂
本
國
子
さ
ん
。
坂
本

さ
ん
は
平
成
十
七
年
四
月
に
旧
丹
波
町
更
生
保
護
婦

人
会
の
会
長
に
就
任
。
京
丹
波
町
発
足
後
は
、
旧
三

町
そ
れ
ぞ
れ
の
更
生
保
護
婦
人
会
を
統
合
し
た
新
し

い
組
織
の
立
ち
上
げ
に
力
を
注
い
で
き
た
。

三
町
合
併
に
伴
い
、
各
町
の
更
生
保
護
婦
人
会
も

統
合
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と
動
き
出
し
た
の
は

平
成
十
七
年
八
月
の
こ
と
だ
。

以
来
、
三
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
ら
で
話
し

合
い
を
進
め
た
。
平
成
十
八
年
度
に
入
る
と
、
新
し

い
組
織
の
設
立
準
備
委
員
会
を
設
け
、
坂
本
さ
ん
は

委
員
長
に
就
任
。
会
則
や
事
業
計
画
を
練
る
な
ど
、

委
員
ら
と
と
も
に
設
立
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
平

成
十
八
年
六
月
に
「
京
丹
波
町
更
生
保
護
女
性
会
」

の
発
足
を
迎
え
た
。

「
三
つ
の
組
織
を
統
合
す
る
の
は
、
た
い
へ
ん
な

作
業
で
し
た
が
、
各
会
長
ら
と
何
度
も
話
し
合
う
中

で
一
つ
ず
つ
理
解
し
合
い
、
統
合
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
役
員
の
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
す
」
と
、
坂
本
さ

ん
は
設
立
準
備
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
話
し
て
く
れ

た
。更

生
保
護
女
性
会
は
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
保
護
事
業
に
対
す
る
協
力
援
助
や
青
少
年
の
非
行

防
止
、
健
全
育
成
活
動
な
ど
を
行
う
全
国
組
織
。
本

町
の
更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
更
生
保
護
施
設
の
訪

問
や
、
毎
年
七
月
を
強
調
月
間
と
し
て
更
生
保
護
活

動
へ
の
理
解
や
青
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
を
呼
び
か

け
る
全
国
運
動
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
で
の

街
頭
啓
発
活
動
、
地
方
裁
判
所
や
刑
務
所
の
見
学
を

通
じ
た
研
修
な
ど
の
諸
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
、『
安
全
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
』
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
坂
本

さ
ん
。「
さ
さ
や
か
で
す
が
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な

ど
の
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
そ
の
一

端
を
担
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
坂
本
さ

ん
に
笑
顔
が
浮
か
ぶ
。

任
期
満
了
に
伴
い
、
今
年
の
四
月
で
会
長
を
退
任

し
た
坂
本
さ
ん
。「
今
後
は
、
一
会
員
と
し
て
更
生
保

護
女
性
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
を
締
め
く
く
っ
た
。

犯罪や非行のない、
「安心・安全に暮らせるまち」が願いです
京丹波町更生保護女性会初代会長 坂本 國子さん （７６歳） 豊田
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今
月
か
ら
、
広
報
京
丹
波
「
お
知
ら

せ
版
」
の
サ
イ
ズ
を
拡
大
し
て
発
行

し
て
い
ま
す
。
役
場
か
ら
の
お
知
ら

せ
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
な
ど
、

よ
り
多
く
の
情
報
を
掲
載
し
、
皆
様

に
と
っ
て
便
利
な
情
報
紙
に
な
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
愛
読

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
▼
本
紙

十
一
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
町
勢
要
覧
を
発
行
し
ま
し
た
。

約
二
百
三
十
点
の
写
真
で
町
内
の
よ

う
す
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
本
庁
・

支
所
な
ど
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
丹
波
高
原
は
新

緑
に
包
ま
れ
、
さ
わ
や
か
な
季
節
を

迎
え
て
い
ま
す
。
町
勢
要
覧
を
片
手
に
、

「
ぶ
ら
り
京
丹
波
め
ぐ
り
」
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か

（
Ｙ
）

人　口 17,586（＋16）
男 

8,333（－01）
女 

9,253（＋17）
世帯数 6,498（＋11）

わたしたちの町

5月1日現在／（　）は前月比

編
集
後
記

さか もと くに こ

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
京
丹
波
（
第
十
八
号
、
四
月
十
五
日
発

行
）
の
十
三
ペ
ー
ジ
、「
職
員
の
配
置
」
の
記
事

中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
、

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
和
知
歯
科
診
療
所
】　
主
任
／
山
口
秀
子

人のぬくもりとふれあいが奏でる躍動のまち  丹波高原文化の郷●京丹波
さと

‘０７地域振興祭華やかに
　５月３日、‘０７地域振興祭が行われ、「子
どもみこし」や「提灯みこし」が華やか
に巡行。かつての山陰街道の宿場町の
面影を残す須知のまちには、威勢よく
掛け声が響き、にぎわいました。

障害者基本計画を策定
地域防災計画・国民保護計画を策定

ちょう  ちん
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障
害
者
基
本
計
画
を
策
定

心
あ
た
た
か
、さ
さ
え
合
い
、

と
も
に
生
き
る
ま
ち
京
丹
波
町

障
害
保
健
福
祉
施
策
の
基
本
目
標
や
方
針
な
ど
を
定

め
る
長
期
計
画
「
京
丹
波
町
障
害
者
基
本
計
画
」
を
、こ

の
ほ
ど
策
定
し
ま
し
た
。

同
計
画
で
は
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、障
害
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、す
べ
て
の
住
民
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
、支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
の
実
現
と
、障
害
の

あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
必
要
な
支
援
を
受
け
な

が
ら
、自
分
ら
し
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

計
画
策
定
の
背
景

近
年
、高
齢
化
の
進
行
に
加
え
、ス
ト
レ
ス
を
要
因
と
し
た

精
神
障
害
な
ど
、障
害
の
あ
る
人
が
増
加
し
て
お
り
、障
害
の

重
度
化
・
重
複
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、平
成
十
八
年
四
月
に
は
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が

施
行
。こ
の
法
律
は
、こ
れ
ま
で
障
害
種
別
ご
と
に
分
か
れ
て

い
た
障
害
保
健
福
祉
施
策
の
一
元
化
と
福
祉
施
設
や
事
業
体

系
の
再
編
、就
労
支
援
の
強
化
、施
設
入
所
者
な
ど
の
地
域
生

活
へ
の
移
行
、利
用
者
負
担
の
見
直
し
な
ど
、障
害
の
あ
る
人

に
対
す
る
支
援
を
大
き
く
改
革
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、障
害
の
あ
る
人
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成
十
一
年
三
月
に
策
定

さ
れ
た
「
船
井
郡
障
害
者
基
本
計
画
」の
見
直
し
を
行
い
、京

丹
波
町
に
お
け
る
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
、「
京
丹
波
町
障
害
者
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

地
域
自
立
支
援
協
議
会
で

計
画
案
を
協
議

同
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
京
丹
波
町
地
域
自
立
支

援
協
議
会
」（
上
田
良
一
会
長
、委
員
十
五
人
）を
設
置
し
、障

害
福
祉
を
取
り
巻
く
現
状
や
課
題
、課
題
解
決
の
た
め
の
今

後
の
方
針
な
ど
を
協
議
。
昨
年
八
月
三
十
日
の
初
会
合
か
ら

今
年
三
月
の
策
定
ま
で
の
間
に
計
五
回
の
全
体
会
議
を
重
ね

た
ほ
か
、町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
共
同
作
業
所
、身
体
障
害
者

福
祉
会
な
ど
事
業
所
や
関
係
団
体
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
、ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど
も
踏
ま
え
、計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

計
画
の
基
本
目
標

障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
、だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で 

そ
の
人
ら
し
い 

自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、各
団
体
の
活
発

な
活
動
や
地
域
の
人
と
人
と
の
交
流
、支
え
合
い
、助
け
合
い

な
ど「
地
域
の
力
」を
生
か
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
計
画
で
は
、京
丹
波
町
に
住
む
だ
れ
も
が「
心
の
あ
た
た

か
さ
」
を
持
ち
、地
域
の
中
で「
さ
さ
え
合
い
」
、障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
い
き
い
き
と
主
体
的
に
活
動
し
、「
と
も
に
生

き
る
」こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、『
心
あ
た
た
か
、さ
さ

え
合
い
、と
も
に
生
き
る
ま
ち
　
京
丹
波
町
』を
基
本
目
標
と

し
て
掲
げ
、施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
期
間

計
画
の
期
間
は
、平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度

ま
で
の
六
年
間
で
す
。
関
連
制
度
や
法
令
、社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

 

基本目標計画の重点施策

施策の基本方針

１　行政・事業者・団体間の連携ネットワークの構築
２　就労支援のための連携ネットワークの構築
３　地域での交流の場（ふれいあいの場）の創造
４　グループホーム・ケアホームの設置促進

保健・医療の充実

障害の予防、早期発見・対応を行うため、保健・医療・福
祉の連携による一体的な心身の健康づくりを推進します。

［施策の方向性］
○幼児期から高齢期までの年代ごとの健康づくりの推進、
健診・健康相談の充実
○医療費助成の実施
○精神疾患の早期発見・治療・円滑な社会復帰支援など

生活環境の整備

住居、交通、防犯・防災対策、生きがいづくりなど、障害の
ある人の生活を取り巻く環境全般の充実を図り、豊かな地
域生活を支援します。

［施策の方向性］
○公共施設のバリアフリー化の推進や住宅改修への支援
○移動支援体制の構築など

福祉サービスの充実

障害者自立支援法に基づく新しいサービスの基盤整備
とサービス内容の充実、不足しているサービスにも柔軟に
対応できるような支援体制づくりに努めます。

［施策の方向性］
○介護給付や訓練等給付、補装具費支給など障害福祉サ
ービスの推進

○各種障害者手当の支給や各種助成制度の周知
○障害のある人が相談しやすい体制の構築など

雇用・就労の促進

障害のある人の社会参加や自己実現、経済的自立をめ
ざすため、それぞれの特性に応じた雇用・就労の促進を図
ります。

［施策の方向性］
○障害のある人の就労支援のためのネットワークの構築
○就労移行支援や就労継続支援事業の推進など
 

理解と交流の促進

障害や障害のある人に対する差別や偏見の解消を図り、
理解を深めるため、広報・啓発活動や、地域において日常
的に交流・ふれあいができる場づくりを促進します。

［施策の方向性］
○広報紙やホームページなどを通じた広報・啓発、「障害
者週間」の周知
○地域での「ふれあいの場」づくりやボランティア活動の
推進など

教育・育成支援の充実

一人ひとりの障害の状態に対応した教育・育成支援の充
実を図り、人生のそれぞれの段階（ライフステージ）に応じ
た切れ目のない、一貫した支援体制を構築します。

［施策の方向性］
○保育・教育内容の充実、特別支援教育の推進
○教育相談・就学指導の充実など

﹇
障
害
福
祉
計
画
﹈

障
害
者
基
本
計
画
と
併
せ
て
、障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
く
「
京
丹
波
町
障
害
福
祉
計
画
」
を
策
定
。
同
計
画
で
は
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、相
談
支
援
、地
域
生
活
支
援
事
業
を
提

供
す
る
た
め
の
体
制
を
計
画
的
に
確
保
す
る
た
め
、平
成
二

十
三
年
度
に
向
け
た
具
体
的
な
目
標
値
や
サ
ー
ビ
ス
の
見
込

量
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

用
語
説
明

【
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
】

障
害
の
あ
る
人
を
特
別
視
す
る
の
で
は
な
く
、社
会
の

中
で
普
通
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
条
件
を
整
え
る
べ
き

で
あ
り
、と
も
に
生
き
る
社
会
こ
そ
ノ
ー
マ
ル（
普
通
）な

社
会
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
。

障害者基本計画

障害福祉計画

見直し

計画期間

第１期

第2期

Ｈ１８ Ｈ２０ Ｈ２３
（年度）

桜の下で楽しくお花見（グリーンランドみずほ）。高齢化が進行する中、障害の予防、早期発見・対応のための健康づくり
が大切です。
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せまい道

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ

地
域
防
災
計
画
・

国
民
保
護
計
画
を
策
定

地
域
防
災
計
画
と
国
民
保
護
計
画
を
こ
の
ほ
ど
策
定
し
ま
し
た
。

地
域
防
災
計
画
は
、
京
丹
波
町
に
お
け
る
風
水
害
対
策
や
震
災
対
策
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
、

一
般
計
画
編
、
震
災
対
策
計
画
編
、
資
料
編
の
三
編
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
民
保
護
計
画
は
、
日
本
へ
の
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
に
お
い
て
、

町
が
国
民
保
護
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
の
概
要

同
計
画
は
、災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
策
定
し
た
も
の
で
、京
丹
波
町
で

の
災
害
に
つ
い
て
、予
防
対
策
や
応
急
対
策
、復
旧
対
策
な
ど
町
民
の
生
命
、

身
体
、財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
必
要
な
事
項
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

国民保護計画の概要
同計画は、国民保護法（平成16年6月成立）に基づき、日本へ
の武力攻撃事態などにおいて、住民の避難や救援など国民の
保護のための措置（国民保護措置）を的確、迅速に実施するこ
とを目的として策定しました。計画の概要は次のとおりです。

計
画
の
理
念

こ
の
計
画
に
基
づ
く
防
災
対
策
を

推
進
す
る
う
え
で
の
理
念
を
次
の
と

お
り
定
め
て
い
ま
す
。

（
一
）
災
害
は
、
単
な
る
自
然
現
象
と

し
て
で
は
な
く
、
社
会
的
に
対

応
可
能
な
現
象
と
し
て
認
識
し
、

長
期
的
視
点
に
立
っ
て
災
害
に

よ
る
人
的
被
害
、
経
済
的
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
の
備
え
を
よ

り
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
、
そ
の

実
践
を
促
進
す
る
町
民
運
動
を

展
開
し
、
災
害
に
強
い
町
・
地
域

づ
く
り
に
努
め
る
。

（
二
）
災
害
に
対
し
て
は
、
防
災
施
設
・

設
備
整
備
（
ハ
ー
ド
）
と
、
情
報
・

教
育
・
啓
発
・
訓
練
（
ソ
フ
ト
）

の
両
面
か
ら
総
合
防
災
シ
ス
テ

ム
の
整
備
を
図
り
、
被
害
を
最

小
限
に
止
め
る
よ
う
努
め
る
。

（
三
）
防
災
対
策
は
、
災
害
に
対
す
る

日
常
の
「
構
え
」
が
重
要
で
あ
り
、

各
種
施
策
・
事
業
の
企
画
実
施

に
際
し
防
災
の
観
点
を
取
り
入

れ
る
と
と
も
に
、
平
常
時
か
ら

危
機
管
理
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

（
四
）
災
害
発
生
時
に
は
、
ま
ず
「
自
分

の
生
命
・
財
産
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
心
構
え
と
行
動
が
基
本

と
な
る
こ
と
を
広
く
啓
発
し
、

町
民
自
身
お
よ
び
自
主
防
災
組

織
な
ど
、
町
民
相
互
の
自
主
的

な
防
災
対
策
の
支
援
に
努
め
る
。

一
般
計
画
編

風
水
害
対
策
と
し
て
必
要
な
事
項

を
次
の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

災
害
予
防
計
画

予
報
・
警
報
の
伝
達
組
織
や
発
表
基

準
な
ど
を
示
し
た
気
象
等
予
報
計
画

や
情
報
連
絡
通
信
網
の
整
備
計
画
を

は
じ
め
、
河
川
・
道
路
の
防
災
計
画
、

土
砂
災
害
予
防
計
画
、
学
校
、
上
下
水

道
、
農
業
用
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、

文
化
財
な
ど
の
防
災
計
画
を
定
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
組
織
や
自
主
防

災
組
織
の
整
備
計
画
な
ど
も
定
め
て

い
ま
す
。

災
害
応
急
対
策
計
画

町
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策

本
部
な
ど
の
運
用
計
画
、
避
難
対
策
、

被
災
者
救
出
計
画
、
輸
送
計
画
、
給
水
、

食
料
生
活
必
需
品
な
ど
の
供
給
計
画

な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ほ

か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
自

衛
隊
災
害
派
遣
要
請
計
画
な
ど
を
定

め
て
い
ま
す
。

災
害
復
旧
計
画

被
災
か
ら
の
速
や
か
な
再
起
更
生

の
た
め
、
租
税
の
徴
収
猶
予
・
減
免
や

資
金
の
融
資
な
ど
、
被
災
者
の
生
活
を

確
保
す
る
た
め
の
対
策
な
ど
を
示
し

た
生
活
確
保
対
策
計
画
や
住
宅
復
興

計
画
、
公
共
施
設
、
農
林
水
産
業
、
中

小
企
業
の
復
興
計
画
な
ど
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。

 

震
災
対
策
計
画
編

震
災
対
策
と
し
て
必
要
な
事
項
を

次
の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

災
害
予
防
計
画

危
険
個
所
の
把
握
や
耐
震
診
断
・
改

修
の
促
進
な
ど
建
造
物
・
公
共
施
設
な

ど
の
安
全
確
保
対
策
、
地
震
に
関
す
る

情
報
の
伝
達
計
画
、
大
規
模
地
震
に
対

応
し
た
防
災
訓
練
計
画
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。

災
害
応
急
対
策
計
画

初
期
救
出
や
地
震
火
災
へ
の
対
処
、

消
防
団
の
活
動
な
ど
を
示
し
た
消
防

活
動
計
画
、
被
災
者
救
出
計
画
、
避
難

対
策
、
輸
送
、
給
水
、
食
料
や
生
活
必

需
品
供
給
対
策
な
ど
に
つ
い
て
定
め

て
い
ま
す
。

災
害
復
旧
計
画

一
般
計
画
編
の
災
害
復
旧
計
画
を

準
用
し
ま
す
。

資
料
編

資
料
編
で
は
、
町
内
の
山
腹
崩
壊
危

険
地
や
崩
壊
土
砂
流
出
危
険
地
な
ど

の
危
険
個
所
、
重
要
水
防
区
域
・
河
川

重
点
警
戒
個
所
、
避
難
地
一
覧
、
主
な

河
川
・
た
め
池
な
ど
各
種
デ
ー
タ
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。

須知川のはん濫で橋が崩壊（須知）

わち「水と陸」自然双生運動公園付近（中）

大朴川がはん濫し、冠水した桧山商店街（橋爪）

平成16年10月の台風23号禍

国
民
保
護
措
置
に
関
す
る

基
本
方
針

町
は
、
国
民
保
護
措
置
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
の
基
本
方
針
を
次
の
と
お
り
定
め
て

い
ま
す
。

（
一
）
基
本
的
人
権
の
尊
重

（
二
）
国
民
の
権
利
利
益
の
迅
速
な
救
済

（
三
）
国
民
に
対
す
る
情
報
提
供

（
四
）
関
係
機
関
相
互
の
連
携
協
力
の
確
保

（
五
）
国
民
の
協
力

（
六
）
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
へ
の
配
慮

（
七
）
国
際
人
道
法
の
的
確
な
実
施

（
八
）
指
定
公
共
機
関
及
び
指
定
地
方
公
共

機
関
の
自
主
性
の
尊
重

（
九
）
国
民
保
護
措
置
に
従
事
す
る
者
な
ど

の
安
全
の
確
保

（
十
）
外
国
人
へ
の
国
民
保
護
措
置
の
適
用

対
象
と
す
る
事
態

同
計
画
で
は
、
武
力
攻
撃
事
態
と
緊
急
対

処
事
態
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

【
武
力
攻
撃
事
態
】

（
一
）
船
舶
に
よ
る
上
陸
、
航
空
機
に
よ
る
侵

攻
部
隊
の
投
与
な
ど
の
着
上
陸
侵
攻

（
二
）
ゲ
リ
ラ
や
特
殊
部
隊
に
よ
る
攻
撃

（
三
）
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

（
四
）
航
空
攻
撃

【
緊
急
対
処
事
態
】

（
一
）
原
子
力
事
業
所
な
ど
危
険
性
を
内
在

す
る
物
質
を
有
す
る
施
設
な
ど
に
対

す
る
攻
撃
事
態

（
二
）
大
規
模
集
客
施
設
、
駅
、
列
車
な
ど
に

対
す
る
攻
撃
事
態

（
三
）
多
数
の
人
を
殺
傷
す
る
特
性
の
あ
る

物
質
な
ど
に
よ
る
攻
撃
事
態

（
四
）
航
空
機
な
ど
に
よ
る
自
爆
テ
ロ
、
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
飛
来
な
ど
の
攻
撃
事
態

計
画
の
主
な
内
容

【
平
素
か
ら
の
備
え
や
予
防
】

町
の
組
織
・
体
制
や
関
係
機
関
と
の
連
携

体
制
、
情
報
収
集
、
伝
達
、
提
供
体
制
の
整

備
な
ど
「
組
織
及
び
体
制
の
整
備
」
を
は
じ

め
、「
避
難
、
救
援
及
び
武
力
攻
撃
災
害
へ
の

対
処
に
関
す
る
平
素
か
ら
の
備
え
」、「
物
資

及
び
資
材
の
備
蓄
、
整
備
等
」
に
つ
い
て
定

め
て
い
ま
す
。

【
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
へ
の
対
処
】

政
府
に
よ
る
事
態
認
定
前
の
町
の
「
初
動

体
制
・
初
動
措
置
」
や
「
町
対
策
本
部
の
設
置
」、

「
警
報
及
び
避
難
指
示
」、「
救
援
」、「
武
力
攻

撃
災
害
へ
の
対
処
」
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て

い
ま
す
。

【
復
旧
な
ど
】

町
が
管
理
す
る
施
設
や
設
備
の
復
旧
の
た

め
に
必
要
な
措
置
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い

ま
す
。

【
緊
急
対
処
事
態
へ
の
対
処
】

警
報
の
通
知
・
伝
達
を
除
き
、
原
則
と
し

て
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
へ
の
対
処
に
準
じ
て

行
い
ま
す
。

地域防災計画・国民保護計画の全文は町ホームページで紹介しています。 ［ホームページアドレス］http://www.town.kyotamba.kyoto.jp
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笹
尾
／
一
谷
　
貞

中
畑
／
今
西
　
剛

辻
村
／
横
澤
　
豊

中
村
／
齊
藤
次
夫

下
村
／
小
峰
章
司

鎌
倉
／
野
田
典
志

西
階
／
原
澤
時
夫

水
戸
／
中
村
次
郎

新
水
戸
／
東
中
美
紀
雄

須
知
／
太
田
　
実

市
森
／
内
海
武
治

上
野
／
山
西
昌
次

蒲
生
／
越
出
俊
治

蒲
生
野
／
村
上
義
雄

曽
根
／
岩
崎
孝
雄

院
内
／
中
野
　
肇

幸
野
／
吉
田
郁
夫

森
／
中
尾
幸
男

塩
田
谷
／
本
嶋
　
豊

安
井
／
太
田
喜
一
郎

富
田
／
阪
井
基
扶

豊
田
／
山
内
茂
美

上
豊
田
／
野
口
正
利

実
勢
／
小
林
　
亨

下
山
／
山
内
憲
男

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
／
吉
川
文
則

　

中
台
／
庄
林
藤
夫

橋
爪
／
中
　
守

和
田
／
村
井
佳
生

井
脇
／
小
原
二
郎

大
朴
／
岡
本
友
秀

井
尻
／
中
澤
　
清

八
田
／
高
畑
武
教

小
野
／
谷
内
　
豊

長
谷
／
渡
邉
鈴
代

坂
井
／
上
田
洋
志

水
原
／
上
田
輝
夫

上
大
久
保
／
土
保
　
昭

下
大
久
保
／
西
山
　

鎌
谷
下
／
森
田
一
三

鎌
谷
中
／
山
田
　
博

鎌
谷
奥
／
上
田
千
明

東
又
／
輕
尾
榮
治

保
井
谷
／
鈴
木
　
修

粟
野
／
竹
内
吉
裕

妙
楽
寺
／
上
田
三
雄

水
呑
／
水
口
節
男

三
ノ
宮
／
山
内
公
夫

質
志
／
岡
花
芳
樹

戸
津
川
／
後
藤
　
武

猪
鼻
／
坂
本
盛
夫

行
佛
／
谷
岡
　
保

中
村
／
三
好
　
稔

庄
ノ
路
／
林
　
守

和
田
／
上
林
淳
一

上
野
／
山
口
保
信

下
村
／
橋
野
　
勲

北
久
保
／
山
下
康
弘

中
山
／
隅
山
寛
之

升
谷
／
野
口
利
和

市
場
／
山
口
輝
也

大
倉
／
田
中
政
明

篠
原
／
小
崎
信
市

大
迫
／
井
爪
大
三

長
瀬
／
松
下
　
隆

塩
谷
／
小
西
　
實

上
乙
見
／
榎
川
　
茂

下
乙
見
／
山
本
倉
司

西
河
内
／
今
海
博
文

下
粟
野
／
大
田
有
次

細
谷
／
石
田
克
己

上
粟
野
／
細
川
善
二

仏
主
／
田
井
　
誠

本
庄
／
吉
田
　
昭

坂
原
／
野
間
哲
郎

中
／
片
山
　
確

角
／
片
山
郁
夫

広
瀬
／
石
原
政
則

才
原
／
稲
澤
忠
志

大
簾
／
才
村
久
市

広
野
／
細
見
　
修

出
野
／
山
森
政
行

稲
次
／
十
倉
隆
英

安
栖
里
／
萩
尾
敏
和

小
畑
／
尾
池
一
八

 

■
教
職
員
の
異
動

転
出
　 

（
　
）
は
転
出
先
な
ど

竹
野
小
／
校
長
・
北
村
友
子
（
亀
岡
市
立
西
別
院
小
）

▽
田
中
敏
夫
（
南
丹
市
立
胡
麻
郷
小
）

丹
波
ひ
か
り
小
／
川
勝
有
紀
子
（
亀
岡
市
立
城
西
小
）

▽
西
浦
啓
子
（
事
務
、
南
丹
教
育
局
）

明
俊
小
／
中
井
和
夫
（
南
丹
市
立
神
吉
小
）

▽
北
村
智
子
（
養
護
、
南
丹
市
立
美
山
中
）

三
ノ
宮
小
／
教
頭
・
山
内
健
司
（
亀
岡
市
立
吉
川
小
）

▽
松
村
健
一
（
南
丹
市
立
鶴
ヶ
岡
小
）

和
知
小
／
小
林
正
子
（
南
丹
市
立
園
部
小
）

▽
大
槻
誠
司
（
府
立
中
丹
養
護
学
校
）

▽
木
村
美
貴
子
（
南
丹
市
立
知
井
小
）

蒲
生
野
中
／
西
田
満
（
亀
岡
市
立
育
親
中
）

和
知
中
／
校
長
・
友
松
勝
之
（
京
都
府
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
）
▽
杉
尾
光
明
（
南
丹
市
立
園
部
中
）

転
入
等
　 

（
　
）
は
前
任
校
な
ど

竹
野
小
／
校
長
・
大
東
均
（
南
丹
市
立
知
井
小
）

▽
田
丸
文
雄
（
南
丹
市
立
園
部
第
二
小
）

▽
平
井
伸
子
（
南
丹
市
立
西
本
梅
小
）

▽
安
田
有
香
（
丹
波
ひ
か
り
小
）

丹
波
ひ
か
り
小
／
教
頭
・
片
山
幸
男
（
桧
山
小
）

▽
今
西
雅
美
（
桧
山
小
）

▽
西
山
喜
代
美
（
南
丹
市
立
胡
麻
郷
小
）

▽
中
田
　
恵
（
南
丹
市
立
吉
冨
小
）

▽
湯
浅
わ
か
な
（
綾
部
市
立
物
部
小
）

▽
名
倉
季
子
（
舞
鶴
市
立
中
筋
小
）

▽
松
本
た
か
子
（
事
務
、
蒲
生
野
中
）

下
山
小
／
小
林
真
代
（
新
規
採
用
）

桧
山
小
／
教
頭
・
上
田
明
成
（
京
都
府
教
育
庁
、
指

導
主
事
）
▽
岩
内
あ
お
い
（
竹
野
小
）

▽
中
舎
良
希
（
南
丹
市
立
新
庄
小
）

明
俊
小
／
薮
本
好
央
（
桧
山
小
）

▽
三
上
泉
（
南
丹
市
立
八
木
小
）

▽
大
槻
徳
子
（
養
護
、
瑞
穂
中
）

三
ノ
宮
小
／
教
頭
・
森
久
恒
（
丹
波
ひ
か
り
小
）

▽
伊
藤
由
美
子
（
質
美
小
）

▽
渡
邊
陽
亮
（
新
規
採
用
）

質
美
小
／
塩
貝
真
由
美
（
南
丹
市
立
富
本
小
）

和
知
小
／
林
啓
治
（
明
俊
小
）

▽
谷
内
久
美
子
（
丹
波
ひ
か
り
小
）

▽
北
川
真
衣
子
（
新
規
採
用
）

▽
笹
岡
弘
嗣
（
新
規
採
用
）

蒲
生
野
中
／
教
頭
・
小
森
誠
（
南
丹
市
立
八
木
中
）

▽
松
岡
瑞
久
（
福
知
山
市
立
成
和
中
）
▽
鈴
木
直
人

（
事
務
、
南
丹
教
育
局
）

瑞
穂
中
／
谷
あ
ゆ
み
（
養
護
、
新
規
採
用
）

和
知
中
／
校
長
・
古
杉
辰
義
（
綾
部
市
立
豊
里
中
）

▽
石
橋
浩
和
（
南
丹
市
立
園
部
中
）

退
職
　 

（
　
）
は
前
任

石
川
善
博
（
蒲
生
野
中
・
教
頭
）

▽
室
忠
志
（
瑞
穂
中
・
教
諭
）

▽
小
寺
千
百
合
（
三
ノ
宮
小
・
教
諭
）

▽
白
樫
文
（
丹
波
ひ
か
り
小
・
教
諭
）

 

■
交
通
指
導
員
（
任
期
二
年
）

新
任

丹
波
地
区
／
谷
垣
利
幸
（
口
八
田
）

▽
末
富
康
二
（
高
岡
）
▽
村
田
弘
之
（
水
戸
）

▽
太
田
克
文
（
須
知
）

▽
水
谷
孝
司
（
蒲
生
）
▽
小
室
志
げ
美
（
塩
田
谷
）

▽
林
淳
（
蒲
生
）
▽
櫻
井
良
明
（
曽
根
）

▽
山
内
秀
文
（
下
山
）
▽
澁
井
悦
子
（
下
山
）

瑞
穂
地
区
／
増
谷
隆
男
（
和
田
）

和
知
地
区
／
吉
田
学
（
細
谷
）

▽
山
根
勇
次
（
小
畑
）

再
任

丹
波
地
区
／
平
井
法
夫
（
須
知
）

▽
田
中
清
次
郎
（
富
田
）
▽
久
保
元
真
一
（
蒲
生
）

▽
山
田
昭
二
（
豊
田
）

▽
北
村
容
子
（
実
勢
）

瑞
穂
地
区
／
山
内
正
治
（
中
台
）

▽
竹
村
一
宏
（
橋
爪
）
▽
細
見
正
明
（
上
大
久
保
）

▽
太
野
義
昭
（
東
又
）

▽
輕
尾
圭
造
（
東
又
）
▽
岼
秀
一
（
粟
野
）

▽
岩
崎
勝
也
（
妙
楽
寺
）
▽
安
井
一
雄
（
質
美
）

▽
正
田
智
久
（
質
美
）

和
知
地
区
／
栗
林
耕
治
（
塩
谷
）

▽
片
田
泰
和
（
升
谷
）
▽
津
田
政
浩
（
本
庄
）

▽
藤
山
雅
靖
（
角
）
▽
下
村
孝
康
（
稲
次
）

退
任

丹
波
地
区
／
今
西
る
り
子
（
口
八
田
）

▽
山
田
信
司
（
高
岡
）
▽
徳
島
豊
和
（
新
水
戸
）

▽
塩
貝
保
（
須
知
）
▽
山
本
秀
樹
（
市
森
）

▽
湊
修
（
上
野
）
▽
森
實
（
森
）

▽
岡
崎
　（
安
井
）
▽
鳥
渕
敏
美
（
下
山
）

▽
野
間
小
百
合
（
下
山
）

瑞
穂
地
区
／
高
畑
利
彦
（
八
田
）

和
知
地
区
／
奥
戸
俊
寿
（
西
河
内
）

▽
細
尾
利
之
（
坂
原
）

■
行
政
相
談
委
員
（
任
期
二
年
）

丹
波
地
区
／
山
崎
信
子
（
蒲
生
）

瑞
穂
地
区
／
塩
田
喜
一
（
三
ノ
宮
）

和
知
地
区
／
藤
井
重
雄
（
升
谷
）

■
人
権
擁
護
委
員
（
任
期
三
年
）

再
任

片
山
加
代
子
（
大
簾
）

■
婦
人
会

会
長
／
小
森
敏
子
（
実
勢
）

副
会
長
／
片
山
悠
紀
子
（
広
野
）

▽
西
田
光
子
（
下
大
久
保
）

庶
務
／
山
内
博
子
（
坂
井
）

▽
吉
田
美
枝
子
（
蒲
生
）

会
計
／
乾
清
美
（
大
倉
）

■
船
井
地
区
更
生
保
護
女
性
会

　
京
丹
波
支
部

支
部
長
／
荒
井
し
づ
江
（
須
知
）

副
支
部
長
／
中
恵
子
（
上
大
久
保
）

▽
井
爪
昌
江
（
西
河
内
）

理
事
／
山
根
つ
た
子
（
下
山
）

▽
細
川
み
ち
子
（
鎌
谷
下
）

▽
十
倉
ツ
ヤ
子
（
稲
次
）

監
事
／
野
口
和
子
（
曽
根
）

▽
藤
井
五
都
子
（
篠
原
）

■
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

（
く
る
み
の
会
）

会
長
／
下
澤
智
恵
美
（
須
知
）

副
会
長
／
原
田
芳
子
（
才
原
）

▽
澤
井
安
子
（
質
美
）

庶
務
／
寺
井
菊
代
（
富
田
）

▽
竹
内
裕
子
（
上
乙
見
）

会
計
／
塩
田
フ
ミ
代
（
水
原
）

会
計
監
査
／
折
竹
禮
子
（
和
田
）

▽
田
井
幸
代
（
仏
主
）

■
消
費
生
活
グ
ル
ー
プ

会
会
長
／
田
畑
美
さ
子
（
蒲
生
）

副
会
長
／
上
山
妙
子
（
粟
野
）

会
計
／
木
下
ミ
ツ
子
（
本
庄
）

委
員
／
小
森
敏
子
（
実
勢
）
▽
山
田
純
子
（
高
岡
）

▽
森
脇
房
子
（
井
脇
）
▽
谷
垣
洋
子
（
水
原
）

▽
西
村
昌
子
（
広
野
）
▽
片
山
い
そ
子
（
安
栖
里
）

人 の 動 きKYOTAMBA TOWN

（敬称略）

※
退
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

新
し
く
お
世
話
に
な
る
方
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

丹 波 地 区

和 知 地 区

瑞 穂 地 区

区長さんお世話になります
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﹇
第
６
回
﹈

地
域
振
興
組
織﹇
3
﹈

和
知
地
区
の
地
域
振
興
組
織

「
シ
リ
ー
ズ
・
地
域
自
治
の
ス
ス
メ
」で
は
、「
地
域
自

治
」に
よ
る
、住
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
す

今
回
は
、和
知
地
区
の
北
部
五
集
落（
仏
主
、上
粟
野
、細
谷
、下
粟
野
、西
河

内
）で
つ
く
る
地
域
振
興
組
織
「
京
丹
波
町
北
部
振
興
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

同
振
興
会
は
、近
年
、過
疎
化
、少
子
・
高
齢
化
の
進
展
が
著
し
い
北
部
地
域

を
、五
集
落
の
力
を
合
わ
せ
て
活
性
化
さ
せ
て
い
こ
う
と
平
成
十
七
年
四
月
に

「
和
知
町
北
部
振
興
会
」
と
し
て
発
足
し
、合
併
後
の
平
成
十
八
年
四
月
に
は

「
京
丹
波
町
北
部
振
興
会
」
と
改
称
。従
来
の
集
落
の
枠
を
超
え
た
新
し
い
広
域

的
な
住
民
自
治
組
織
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
組
織
づ
く
り
へ

同
振
興
会
の
組
織
の
概
要
は
（
表
１
）
と
（
図

１
）
の
と
お
り
で
す
。
北
部
地
域
の
す
べ
て
の
住

民
を
会
員
と
し
、
各
区
長
と
各
区
か
ら
選
出
さ
れ

た
住
民
（
男
女
一
人
ず
つ
）、
参
与
（
前
区
長
）
の

計
二
十
人
が
役
員
と
し
て
組
織
の
運
営
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
務
企
画
、
地
域
振
興
、
生
涯
学
習
・

社
会
教
育
の
三
部
会
を
設
け
、
各
種
事
業
の
企
画

立
案
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

組
織
の
運
営
に
つ
い
て
、「
持
続
可
能
な
組
織
づ

く
り
が
大
切
だ
」
と
話
す
藤
田
正
之
会
長
（
西
河

内
）。
前
役
員
に
参
与
と
し
て
引
き
続
き
振
興
会
の

運
営
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
長
期
的
に
ス

ム
ー
ズ
な
組
織
の
運
営
体
制
を
保
ち
、
持
続
可
能

な
組
織
に
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た

取
り
組
み

同
振
興
会
で
は
、
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
環
境
や
豊

富
な
特
産
物
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
は
、
な
れ
寿
司
や
漬
物
、

炊
き
込
み
飯
な
ど
、
地
域
の
伝
統
的
な
食
文
化
や
、

昔
か
ら
伝
わ
る
遊
び
、
伝
統
文
化
の
継
承
・
伝
承

の
取
り
組
み
、
桜
な
ど
の
植
樹
に
よ
る
「
花
街
道
」

づ
く
り
、
特
産
の
和
知
黒
（
黒
大
豆
）
の
栽
培
技

術
研
修
な
ど
の
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
運
動
会
や
北
部
地
域
の
住
民
が
親

ぼ
く
を
深
め
る
交
流
行
事
、
住
民
要
望
の
集
約
な

ど
、
幅
広
い
事
業
展
開
を
通
じ
て
同
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ほ
ど

す

［表１］　北部振興会の概要

［図１］　組織図

名 　 　 称

設 立 年

構 成 区

組 織 構 成

役 　 　 員

主 な 事 業

京丹波町北部振興会

平成１７年４月（和知町北部振興会として発足）

仏主、上粟野、細谷、下粟野、西河内の５区で構成

○北部地域の住民すべてが会員
○各区長と各区から選出された住民（男女１人ずつ）、
参与（前区長）の計２０人が役員となって組織を
運営
○企画総務、地域振興、生涯学習・社会教育の三部
会を設置

会長（１人）、副会長（１人）、企画総務部長（１人）、
企画総務副部長（若干名）、地域振興部長（１人）、
地域振興副部長（若干名）、生涯学習・社会教育部
長（１人）、生涯学習・社会教育副部長（若干名）、監
事（２人）
（会長、副会長、各正副部長は役員の互選により決
定し総会で承認を得る。監事は役員会の承認を得
て会長が任命）

○食文化や伝統文化の継承・伝承
○住民要望の集約、各関係機関への請願・陳情など
○運動会や親ぼく・交流会などのコミュニティ事業

京丹波町

住　　　　　民

京丹波町北部振興会
会　長（１人）
副会長（１人）

地域の老人クラブ

ウッディパルわち

農事組合

生産森林組合

林業推進委員

消防団

婦人会

育友会関係

役員会
会長・副会長・正副部長
・監事・顧問・参与

地域の代表区長

仏主区長

上粟野区長

細谷区長

下粟野区長

西河内区長

協力
協働

●

地域振興部

●イベントの開催
●食文化や伝統文化の継承・伝承
●地域産業の振興対策など

企画総務部

●統括・総務会計
●住民要望の掌握
●道路改良促進協議会活動など

生涯学習・社会教育部

●運動会・ミニ文化祭
●青少年健全育成など

地域の人たちが作った郷土料理に舌鼓（和知青少年山の
家付近）

ふるさと体験イベントで黒豆のもぎとりを体験する参加者（西河内）

和知川の清流で魚のつかみどり体験
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入
園
・
入
学
お
め
で
と
う

町
消
防
団
に
三
十
三
人
が
入
団

四
月
九
日
に
小
学
校
、

十
日
に
中
学
校
の
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
八

つ
の
小
学
校
（
竹
野
、
丹
波

ひ
か
り
、
下
山
、
桧
山
、
明
俊
、

三
ノ
宮
、
質
美
、
和
知
）
に
は
計

百
二
十
九
人
、
三
つ
の
中
学
校
（
蒲

生
野
、
瑞
穂
、
和
知
）
に
は
計
百
八
十
六
人
が
入
学
。

新
入
生
た
ち
は
新
し
く
始
ま
る
学
校
生
活
へ
の
期
待

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

四
月
十
一
日
に
は
須
知
幼
稚
園
入
園
式
が
行
わ
れ
、

三
十
二
人
が
入
園
。
園
児
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
四
つ
の
保
育
所
（
上
豊
田
保
育
所
、

同
下
山
分
園
、
桧
山
、
わ
ち
エ
ン
ジ
ェ
ル
）
に
は
計
二

百
九
十
九
人
が
入
園
し
ま
し
た
。

四
月
一
日
、
平
成
十
九
年
度
京
丹
波
町

消
防
団
入
退
団
及
び
役
員
任
命
式
が
蒲

生
野
中
体
育
館
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員
ら

約
百
六
十
人
が
出
席
。
森
良
行
団
長
か
ら

各
部
長
と
班
長
が
任
命
さ
れ
た
後
、
今
年

度
の
新
入
団
員
三
十
三
人
を
代
表
し
て
、

森
暁
彦
さ
ん
（
安
栖
里
）
が
入
団
者
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。

新
入
団
員
お
よ
び
退
団
者
、
定
例
表
彰

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。（
敬
称
略
）

【
新
入
団
員
】

丹
波
支
団
／
水
谷
和
彦
▽
原
澤
宏
之

▽
原
澤
新
之
介
▽
小
原
康
人

▽
山
東
満
洋
▽
岩
崎
和
也

▽
羽
生
田
幸
弘
▽
太
田
哲
史

▽
本
嶋
達
也
▽
野
瀬
晋
平
▽
森
脇
豊
和

▽
金
清
伸
也
▽
山
中
博
史

瑞
穂
支
団
／
薬
師
川
敦
▽
太
田
将

▽
志
水
勇
夫
▽
田
中
昌
吉
▽
松
木
玲

▽
花
木
薫
也

和
知
支
団
／
前
林
良
明
▽
小
畑
徹

▽
中
尾
弘
▽
竹
内
将
樹
▽
大
田
美
久

▽
山
口
均
▽
向
仲
和
樹
▽
鎌
部
泰
春

▽
菅
沼
健
治
▽
江
本
博
司
▽
片
山
幸
男

▽
西
村
祐
二
▽
森
暁
彦
▽
片
山
典
彦

【
退
団
者
】

丹
波
支
団
／
小
谷
勇
人
▽
原
澤
則
広

▽
深
田
和
幸
▽
山
本
秀
樹
▽
石
橋
新
一

▽
平
井
知
明
▽
外
川
智
三
▽
岡
本
幸
男

▽
吉
田
和
晃
▽
奥
山
幹
夫
▽
村
山
守

▽
寺
坂
典
男
▽
森
茂
樹
▽
湊
伸
彦

▽
上
仲
欽
也
▽
木
佐
木
誠
▽
稲
葉
出

瑞
穂
支
団
／
山
口
利
一
▽
松
村
英
樹

▽
西
田
毅
▽
伊
藤
誠
樹
▽
田
中
伊
久
夫

▽
塩
貝
学
▽
細
見
玉
輝

和
知
支
団
／
榎
川
嘉
巳
▽
松
下
善
孝

▽
藤
田
昌
啓
▽
三
嶋
浩
▽
森
正
直

▽
松
田
純
一
▽
梅
原
洋
一
▽
片
山
敏
博

▽
片
山
崇
▽
森
敦
夫
▽
森
誠
▽
谷
口
誠

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

（
　
）
は
表
彰
時
点
の
階
級
　

功
績
章
／
森
良
行
（
団
長
）

精
績
章
／
藤
井
利
幸
（
分
団
長
）

▽
増
谷
隆
男
（
同
）
▽
上
林
一
弘
（
同
）

勤
続
章
／
柏
木
始
▽
田
端
嘉
秀

▽
出
野
和
彦

【
丹
波
地
方
連
絡
協
議
会
長
表
彰
】

原
澤
真
（
部
長
）
▽
小
谷
勇
人
（
同
）

▽
土
井
修
二
（
同
）
▽
山
下
公
志
（
同
）

▽
舞
田
一
義
（
同
）
▽
野
村
雅
浩
（
同
）

▽
山
内
千
裕
（
同
）
▽
小
山
正
幸
（
同
）

▽
榎
川
諭
（
同
）
▽
津
田
政
浩
（
同
）

▽
竹
内
伸
広
（
同
）
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中
野
昭
さ
ん

ス
ポ
少
特
別
功
労
者
に

中
野
昭
さ
ん
（
豊
田
）
が
こ
の
ほ

ど
、
平
成
十
八
年
度
京
都
府
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
表
彰
の
特
別
功
労
者
表

彰
を
受
賞
。

昭
和
六
十
二
年
か
ら
平
成
十
八

年
三
月
ま
で
の
十
九
年
間
、
旧
丹
波

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
普
及
・
振
興

や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
力
を
注

い
だ
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
表
彰

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昔
懐
か
し
い
人
形
な
ど
華
や
か
に

三
月
三
十
一
日
か
ら
四
月
四
日
ま
で
の
五
日
間
、
み
ず
ほ
人
形
の
家
「
み
や

び
」
で
、
春
恒
例
の
「
ふ
る
さ
と
人
形
展
」
が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約
五
百
人

が
来
場
。
昔
懐
か
し
い
土
人
形
や
華
や
か
な
ひ
な
人
形
な
ど
約
千
体
が
豪
華
に

飾
ら
れ
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

町
勢
要
覧
を
発
行

合
併
後
初
と
な
る
京
丹
波
町
町
勢
要

覧
（
本
編
・
資
料
編
）
を
三
月
末
に
発
行

し
ま
し
た
。

町
勢
要
覧
は
、
町
内
外
に
京
丹
波
町

の
ま
ち
づ
く
り
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
総
合
的
な
資
料
と
し
て
制
作
。
Ａ

四
判
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、
四
十
ペ
ー
ジ
で

構
成
し
、
特
産
物
や
観
光
名
所
、
旧
所
・

名
跡
、
郷
土
芸
能
な
ど
ま
ち
の
魅
力
や

見
ど
こ
ろ
を
ま
と
め
た
「
ぶ
ら
り
京
丹

波
紀
行
」、
産
業
、
教
育
、
保
健
・
福
祉
・

医
療
、
文
化
な
ど
各
分
野
に
お
け
る
施

策
な
ど
を
ま
と
め
た
「
く
ら
し
と
行
政
」、

四
季
折
々
の
ま
ち
の
様
子
を
紹
介
し
た

「
丹
波
高
原
の
四
季
」
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

企
画
情
報
課
や
各
支
所
で
お
渡
し
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

和和知中学校の入学式（同中学校体育館、市場）

昔懐かしい土人形などが訪れる人びとの心を和ませた
（みずほ人形の家「みやび」、質美）

特別功労者表彰を受賞した中野昭さん
（町中央公民館前）

須知幼稚園の入園式（同幼稚園、須知）

入団宣誓を行う森暁彦さん（蒲生野中体育館、蒲生）

明俊小学校の入学式（同小学校体育館、水原）

このコーナーは、町営バスの利用実態を皆さんにご理解いただくため、
毎月、１カ月間の路線ごとの町営バス利用状況をお知らせしています。

 
路線名

  利用者数（人）
   一般 生徒学生など 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

0,616（＋024）

0,136（＋027）

0,256（＋062）

0,061（±000）

0,188（－087）

0,142（－182）

0,543（－108）

0,290（－017）

0,461（＋032）

0,175（＋004）

0,073（＋031）

2,941（－214）

2月  

592

109

194

61

275

324

651

307

429

171

42

3,155

3月  

784

145

206

71

272

400

683

402

519

214

66

3,762

4月  

616

136

256

61

188

142

543

290

461

175

73

2,941

　1月  

699

75

157

43

271

324

675

261

380

153

37

3,075

02,521（－0,548）

01,387（－0,651）

02,173（－0,459）

0,0000（－0,351）

0,0803（－0,032）

0,0562（＋0,013）

01,643（＋0,142）

0,0768（＋0,084）

01,056（＋0,372）

01,736（－0,468）

0,0480（－1,344）

13,129（－3,242）

03,137（－0,524）

01,523（－0,624）

02,429（－0,397）

0,0061（－0,351）

0,0991（－0,119）

0,0704（－0,169）

02,186（＋0,034）

01,058（＋0,067）

01,517（＋0,404）

01,911（－0,464）

0,0553（－1,313）

16,070（－3,456）

路線名

（　）は前月比
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
京
丹
波
町
更
生
保
護
女

性
会
の
初
代
会
長
を
務
め
た
坂
本
國
子
さ
ん
。
坂
本

さ
ん
は
平
成
十
七
年
四
月
に
旧
丹
波
町
更
生
保
護
婦

人
会
の
会
長
に
就
任
。
京
丹
波
町
発
足
後
は
、
旧
三

町
そ
れ
ぞ
れ
の
更
生
保
護
婦
人
会
を
統
合
し
た
新
し

い
組
織
の
立
ち
上
げ
に
力
を
注
い
で
き
た
。

三
町
合
併
に
伴
い
、
各
町
の
更
生
保
護
婦
人
会
も

統
合
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と
動
き
出
し
た
の
は

平
成
十
七
年
八
月
の
こ
と
だ
。

以
来
、
三
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
ら
で
話
し

合
い
を
進
め
た
。
平
成
十
八
年
度
に
入
る
と
、
新
し

い
組
織
の
設
立
準
備
委
員
会
を
設
け
、
坂
本
さ
ん
は

委
員
長
に
就
任
。
会
則
や
事
業
計
画
を
練
る
な
ど
、

委
員
ら
と
と
も
に
設
立
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
平

成
十
八
年
六
月
に
「
京
丹
波
町
更
生
保
護
女
性
会
」

の
発
足
を
迎
え
た
。

「
三
つ
の
組
織
を
統
合
す
る
の
は
、
た
い
へ
ん
な

作
業
で
し
た
が
、
各
会
長
ら
と
何
度
も
話
し
合
う
中

で
一
つ
ず
つ
理
解
し
合
い
、
統
合
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
役
員
の
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
す
」
と
、
坂
本
さ

ん
は
設
立
準
備
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
話
し
て
く
れ

た
。更

生
保
護
女
性
会
は
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
保
護
事
業
に
対
す
る
協
力
援
助
や
青
少
年
の
非
行

防
止
、
健
全
育
成
活
動
な
ど
を
行
う
全
国
組
織
。
本

町
の
更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
更
生
保
護
施
設
の
訪

問
や
、
毎
年
七
月
を
強
調
月
間
と
し
て
更
生
保
護
活

動
へ
の
理
解
や
青
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
を
呼
び
か

け
る
全
国
運
動
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
で
の

街
頭
啓
発
活
動
、
地
方
裁
判
所
や
刑
務
所
の
見
学
を

通
じ
た
研
修
な
ど
の
諸
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
、『
安
全
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
』
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
坂
本

さ
ん
。「
さ
さ
や
か
で
す
が
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な

ど
の
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
そ
の
一

端
を
担
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
坂
本
さ

ん
に
笑
顔
が
浮
か
ぶ
。

任
期
満
了
に
伴
い
、
今
年
の
四
月
で
会
長
を
退
任

し
た
坂
本
さ
ん
。「
今
後
は
、
一
会
員
と
し
て
更
生
保

護
女
性
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
を
締
め
く
く
っ
た
。

犯罪や非行のない、
「安心・安全に暮らせるまち」が願いです
京丹波町更生保護女性会初代会長 坂本 國子さん （７６歳） 豊田
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今
月
か
ら
、
広
報
京
丹
波
「
お
知
ら

せ
版
」
の
サ
イ
ズ
を
拡
大
し
て
発
行

し
て
い
ま
す
。
役
場
か
ら
の
お
知
ら

せ
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
な
ど
、

よ
り
多
く
の
情
報
を
掲
載
し
、
皆
様

に
と
っ
て
便
利
な
情
報
紙
に
な
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
愛
読

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
▼
本
紙

十
一
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
町
勢
要
覧
を
発
行
し
ま
し
た
。

約
二
百
三
十
点
の
写
真
で
町
内
の
よ

う
す
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
本
庁
・

支
所
な
ど
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
丹
波
高
原
は
新

緑
に
包
ま
れ
、
さ
わ
や
か
な
季
節
を

迎
え
て
い
ま
す
。
町
勢
要
覧
を
片
手
に
、

「
ぶ
ら
り
京
丹
波
め
ぐ
り
」
と
い
う
の

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か

（
Ｙ
）

人　口 17,586（＋16）
男 

8,333（－01）
女 

9,253（＋17）
世帯数 6,498（＋11）

わたしたちの町

5月1日現在／（　）は前月比

編
集
後
記

さか もと くに こ

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
京
丹
波
（
第
十
八
号
、
四
月
十
五
日
発

行
）
の
十
三
ペ
ー
ジ
、「
職
員
の
配
置
」
の
記
事

中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
、

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
和
知
歯
科
診
療
所
】　
主
任
／
山
口
秀
子

人のぬくもりとふれあいが奏でる躍動のまち  丹波高原文化の郷●京丹波
さと

‘０７地域振興祭華やかに
　５月３日、‘０７地域振興祭が行われ、「子
どもみこし」や「提灯みこし」が華やか
に巡行。かつての山陰街道の宿場町の
面影を残す須知のまちには、威勢よく
掛け声が響き、にぎわいました。

障害者基本計画を策定
地域防災計画・国民保護計画を策定

ちょう  ちん


